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資
料
韓
国
の
反
共
立
法
奥
原
忠
弘
(
1
)
本
資
料
は
、
ア
ジ
ア
国
会
議
員
連
合
第
一
回
総
会
に
お
い
て
、
韓
国
代
表
よ
り
提
供
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
(英
文
)
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
の
反
共
立
法
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
に
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
反
共
法
、
国
家
安
全
保
障
法
の
ほ
か
に
、
「
反
共
産
主
義
活
動
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
さ
せ
る
た
め
に
韓
国
反
共
産
主
義
連
盟
を
設
立
す
る
こ
と
」
(
同
法
第
一
条
)
を
目
的
と
す
る
反
共
連
盟
法
(
一
九
六
三
年
=
一月
五
日
公
布
、
法
律
第
一
四
七
七
号
)
が
あ
る
。
反
共
連
雅
法
に
基
づ
く
韓
国
反
共
産
主
義
連
盟
は
、
そ
の
本
部
を
ソ
ウ
ル
に
置
き
(
同
法
三
条
一
項
)、
同
連
盟
理
事
部
の
承
認
を
得
た
個
人
お
よ
び
民
間
の
反
共
団
体
を
構
成
員
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
(
同
第
四
条
)
、
法
人
格
を
付
与
さ
れ
(同
第
二
条
)
、
公
報
部
長
官
の
監
督
下
に
お
か
れ
(同
第
一
九
条
)
、
国
家
予
算
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
第
二
韓
国
の
反
共
立
法
○
条
)
。
同
連
盟
の
理
事
、
監
査
役
の
選
任
、
事
業
計
画
、
予
算
、
決
算
等
は
、
す
ぺ
て
公
報
部
.長
官
の
承
認
を
要
し
(
同
第
九
条
第
三
号
、
第
一
五
条
、
第
一
七
条
)
、
代
表
者
の
選
任
に
関
し
て
は
閣
議
の
承
認
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
。
同
連
盟
が
遂
行
す
べ
ぎ
任
務
は
、
同
法
第
一
四
条
に
「
①
反
共
産
主
義
活
動
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
指
導
と
協
力
、
②
ア
ジ
(
2
)
ア
人
民
反
共
連
盟
(
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と
の
情
報
交
換
、
③
反
共
産
主
義
資
料
の
調
査
研
究
、
④
反
共
産
主
義
幹
部
の
教
育
養
成
、
⑤
反
共
塵
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
普
及
と
教
化
、
⑥
そ
の
他
の
反
共
産
主
義
活
動
」
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
同
連
盟
の
活
動
は
、
ソ
ウ
ル
に
本
部
を
置
く
》
勺
>
O
ピ
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
九
五
〇
年
の
朝
鮮
戦
争
を
境
と
し
て
、
南
北
鮮
間
の
憎
悪
心
に
は
熾
一
四
五
神
奈
川
法
学
烈
な
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
反
共
立
法
を
通
し
て
、
し
さ
の
一
面
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
厳
反
共
法
法
律
第
六
四
三
号
一
九
六
一
年
七
月
三
日
公
布
改
正
一
九
六
　
年
一
二
月
一
三
日
法
律
第
八
四
二
号
一
九
六
二
年
九
月
二
四
日
法
律
第
一
一
五
二
号
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
日
法
律
第
一
四
=
一号
第
一
条
(目
的
)
本
法
は
、
国
家
再
建
課
題
の
第
一
目
的
で
あ
る
反
共
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
的
安
全
を
脅
か
す
共
産
主
義
的
諸
組
織
の
活
動
を
防
邊
し
、
国
家
の
安
全
と
国
民
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
条
(定
義
)
本
法
に
お
い
て
、
反
国
家
的
組
織
と
は
、
国
家
安
全
保
障
法
第
一
条
に
規
定
す
る
諸
組
織
の
中
、
共
産
主
義
者
の
路
線
に
従
っ
て
行
動
す
る
組
織
を
い
う
。
第
三
条
(加
入
お
よ
び
加
入
の
勧
誘
)
①
反
国
家
的
組
織
に
加
入
し
、
若
し
く
は
そ
れ
に
加
入
す
る
こ
と
を
他
人
に
勧
誘
し
た
者
は
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
②
前
項
の
未
遂
犯
は
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
一
四
六
③
第
一
項
の
定
め
る
罪
を
犯
す
目
的
で
、
そ
の
予
備
ま
た
は
陰
謀
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
第
四
条
(賞
揚
、
鼓
舞
、
そ
の
他
)
①
反
国
家
組
織
ま
た
は
そ
の
構
成
員
あ
る
い
は
海
外
共
産
主
義
者
の
活
.
動
を
、
賞
揚
し
、
鼓
舞
し
、
ま
た
は
そ
れ
に
加
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
し
く
は
他
の
方
法
で
、
(海
外
の
共
産
主
義
者
を
含
め
)
反
国
家
的
組
織
を
利
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
上
記
の
行
為
を
な
す
目
的
で
、
組
織
を
構
成
し
、
若
し
く
は
そ
の
組
織
に
加
入
し
た
者
も
、
こ
れ
を
同
罪
と
す
る
。
②
前
項
に
規
定
す
る
行
為
を
為
す
目
的
で
、
文
書
、
図
画
お
よ
び
他
の
表
現
物
を
製
作
、
輸
入
、
複
写
、
保
管
、
移
動
、
頒
布
、
販
売
若
し
く
は
取
得
し
た
者
は
、
同
一
の
刑
に
処
す
る
。
③
捜
査
機
関
若
し
く
は
情
報
機
関
に
、
前
項
に
定
め
る
表
現
物
を
取
得
し
た
事
実
を
、
遅
滞
な
く
告
知
し
た
者
は
、
こ
れ
を
処
罰
し
な
い
。
④
第
一
項
、
第
二
項
に
記
載
す
る
罪
の
未
遂
犯
は
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
⑤
第
一
項
、
第
二
項
に
記
載
す
る
罪
を
犯
す
目
的
で
そ
の
予
備
ま
た
は
陰
謀
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
第
五
条
(会
合
、
通
信
、
そ
の
他
)
①
反
国
家
的
組
織
若
し
く
は
海
外
の
共
産
主
義
者
を
利
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
通
信
あ
る
い
は
他
の
手
段
に
よ
り
、
反
国
家
的
組
織
の
構
成
員
ま
た
は
そ
の
指
令
を
受
け
た
者
と
会
合
し
、
連
絡
を
も
ち
、
若
し
く
は
そ
れ
ら
の
者
か
ら
金
品
を
収
受
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
②
前
項
に
記
載
す
る
罪
の
未
遂
犯
は
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
③
第
一
項
に
記
載
す
る
罪
を
犯
す
目
的
で
、
そ
の
予
備
ま
た
は
陰
謀
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
第
六
条
(脱
出
お
よ
び
潜
入
)
①
反
国
家
的
組
織
の
支
配
す
る
地
域
に
脱
出
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
②
反
国
家
的
組
織
の
支
配
す
る
地
域
か
ら
潜
入
し
た
者
が
、
遅
滞
な
く
捜
査
機
関
ま
た
は
情
報
機
関
に
自
首
し
な
い
と
き
は
、
五
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。
③
反
国
家
的
組
織
ま
た
は
そ
の
構
成
員
か
ら
の
指
令
に
基
づ
き
、
前
項
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
も
し
く
は
五
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
④
反
国
家
的
組
織
ま
た
は
海
外
の
共
産
主
義
者
の
指
令
を
受
け
若
し
く
は
指
令
を
受
け
る
た
め
、
…潜
入
し
ま
た
は
脱
出
し
た
者
は
、
前
項
の
規
定
に
従
い
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
(
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
日
改
正
)
⑤
第
一
項
お
よ
び
前
項
の
罪
の
未
遂
犯
は
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
⑥
第
一
項
に
記
載
す
る
罪
を
犯
す
目
的
で
、
そ
の
予
備
ま
た
は
陰
謀
を
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
し
、
第
四
項
に
記
載
す
る
罪
を
犯
す
目
的
で
、
そ
の
予
備
ま
た
は
陰
謀
を
し
た
者
は
、
二
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。
第
七
条
(便
益
供
与
)
韓
国
の
反
共
立
法
本
法
ま
た
は
国
家
安
全
保
障
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
者
に
火
器
、
弾
薬
、
金
銭
若
し
く
は
他
の
財
産
的
利
益
を
供
し
、
賠
し
く
は
潜
伏
、
会
合
、
連
絡
の
場
所
を
提
供
し
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
方
法
で
便
益
を
供
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
但
し
、
便
益
供
与
者
が
、
当
該
犯
人
と
親
族
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
刑
は
、
こ
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
八
条
(告
知
僻
怠
)
前
五
力
条
に
規
定
す
る
罪
の
い
ず
れ
か
を
犯
し
た
者
を
知
り
な
が
ら
、
捜
査
機
関
ま
た
は
情
報
機
関
に
告
知
し
な
か
っ
た
者
は
、
国
家
安
全
保
障
法
第
九
条
の
規
定
に
従
い
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
第
八
条
の
二
(職
務
放
棄
)
犯
罪
捜
査
の
職
務
に
従
事
す
る
公
務
員
が
、
本
法
ま
た
は
国
家
安
全
保
障
法
の
定
め
る
罪
を
犯
し
た
者
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
職
務
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
十
年
若
し
く
は
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
但
し
、
そ
の
公
務
員
が
、
当
該
犯
人
の
親
族
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
刑
は
、
こ
れ
を
軽
減
若
し
く
は
免
除
す
瞬49
。
(
一
九
六
三
年
…
○
月
八
日
改
正
)
第
九
条
(法
適
用
の
排
除
)
労
働
争
議
調
整
法
第
十
三
条
の
規
定
は
、
本
法
ま
た
は
国
家
安
全
保
障
法
に
規
定
さ
れ
た
罪
を
犯
し
た
者
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
第
九
条
の
二
(再
犯
者
に
対
す
る
刑
の
加
重
)
本
法
、
国
家
安
全
保
障
法
、
軍
事
刑
法
第
十
三
条
お
よ
び
第
十
五
条
、
特
殊
犯
罪
処
罰
に
関
す
る
特
別
法
第
六
条
、
刑
法
第
二
編
第
一
章
内
乱
一
四
七
神
奈
川
法
学
お
よ
び
第
二
章
外
患
の
罪
を
犯
し
、
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
者
が
、
刑
の
執
行
中
若
し
く
は
刑
の
執
行
終
了
後
五
年
以
内
に
ま
た
は
執
行
を
受
け
な
い
こ
と
に
確
定
し
た
後
五
年
以
内
に
、
第
三
条
、
第
四
条
第
一
項
・
第
二
項
・
第
四
項
、
第
五
項
、
第
六
条
第
一
項
.
第
二
項
.
第
五
項
・
第
六
項
、
第
七
条
の
罪
を
犯
し
た
と
ぎ
は
、
そ
の
罪
に
対
す
る
法
定
刑
の
最
高
を
死
刑
と
す
る
。
(
一
九
六
二
年
九
月
二
四
日
改
正
)
第
十
条
(賞
金
)
①
本
法
ま
た
は
国
家
安
全
保
障
法
の
規
定
す
る
罪
を
犯
し
た
者
に
つ
い
て
、
捜
査
機
関
若
し
く
は
情
報
機
関
に
告
知
し
た
者
、
あ
る
い
は
犯
人
を
逮
捕
し
た
者
、
な
ら
び
に
犯
人
を
発
見
し
、
そ
れ
を
逮
捕
し
た
捜
査
機
関
ま
た
は
情
報
機
関
の
職
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
は
、
閣
令
に
従
い
、
賞
金
を
支
給
す
る
。
②
犯
人
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
た
と
ぎ
、
交
戦
状
態
に
お
い
て
、
抵
抗
若
し
く
は
止
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
殺
害
ま
た
は
犯
人
が
自
殺
し
た
場
合
に
は
、
賞
金
は
、
必
要
な
修
正
を
加
え
て
,
前
項
に
従
い
、
こ
れ
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
(
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
日
改
正
)
第
十
一
条
(報
労
金
)
①
前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
押
収
金
品
が
あ
っ
た
と
き
は
、
賞
金
を
支
給
す
る
場
合
に
限
り
、
押
収
金
品
額
の
二
分
の
一
若
し
く
は
そ
れ
以
下
の
報
労
金
を
支
給
す
る
。
②
反
国
家
的
組
織
ま
た
は
そ
の
構
成
員
か
ら
金
品
を
得
て
、
捜
査
機
関
ま
た
は
情
報
機
関
に
そ
れ
を
供
与
し
た
と
き
は
、
供
与
し
た
金
品
額
の
一
四
八
二
分
の
一
若
し
く
は
そ
れ
以
下
の
報
労
金
を
そ
の
者
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
反
国
家
的
組
織
の
構
成
員
が
金
品
を
供
与
し
た
と
き
も
同
様
と
す
る
。
③
報
労
金
の
額
は
、
五
〇
万
ウ
ォ
ン
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
(
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
日
改
正
)
第
十
二
条
(救
済
)
本
法
ま
た
は
国
家
安
全
保
障
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
た
者
を
逮
捕
し
よ
う
と
し
て
、
傷
害
を
受
け
た
者
若
し
く
は
殺
さ
れ
た
者
の
遺
族
は
、
閣
令
に
従
い
、
軍
事
救
済
補
償
法
の
下
で
救
済
を
受
け
る
資
格
を
有
す
る
。
(
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
日
改
正
)
第
十
三
条
(資
格
審
査
委
員
会
)
①
本
法
に
規
定
す
る
賞
金
な
ら
び
に
報
労
金
の
支
給
に
関
す
る
事
項
お
よ
び
前
条
に
定
め
る
救
済
の
対
象
者
を
審
議
決
定
す
る
た
め
に
、
反
共
活
動
に
お
い
て
功
績
あ
る
行
為
を
行
っ
た
者
の
審
査
に
関
す
る
委
員
会
(
以
下
委
員
会
と
称
す
る
)
を
、法
務
部
長
官
の
管
轄
の
下
に
設
置
す
る
。
②
本
委
員
会
は
、
そ
の
審
議
の
た
め
必
要
あ
る
場
合
に
は
、
関
係
者
を
召
喚
し
若
し
く
は
調
査
を
行
い
、
お
よ
び
政
府
ま
た
は
公
私
の
機
関
に
必
要
な
報
告
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
本
委
員
会
の
組
織
な
ら
び
に
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、
閣
令
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。
第
十
四
条
(検
察
官
に
よ
る
処
分
の
通
知
)
検
察
官
ま
た
は
軍
法
会
議
検
察
官
が
、
本
法
に
お
け
る
賞
金
お
よ
び
報
労
金
の
支
給
な
ら
び
に
救
済
の
資
格
の
附
与
に
関
連
す
る
事
件
に
つ
い
て
、
起
訴
ま
た
は
不
起
訴
の
決
定
を
行
い
若
し
く
は
金
晶
を
国
家
に
帰
属
せ
し
め
る
決
定
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
そ
の
決
定
を
関
係
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
口
改
正
)
第
十
五
条
(賞
金
等
の
請
求
と
支
給
)
①
本
法
の
下
に
お
け
る
賞
金
お
よ
び
報
労
金
な
ら
び
に
救
済
は
、
賞
金
、
報
労
金
ま
た
は
救
済
を
請
求
し
た
者
に
対
し
て
、
前
条
の
通
知
が
な
さ
れ
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
こ
れ
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
賞
金
お
よ
び
報
労
金
の
請
求
な
ら
び
に
支
給
に
必
要
な
手
続
に
関
す
る
事
項
は
、
閣
令
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
。
(
一
九
六
三
年
一
〇
月
八
日
改
正
)
第
十
山ハ条
(潅
†用
規
{疋
)
国
家
安
全
保
障
法
第
十
条
乃
至
第
十
三
条
お
よ
び
第
二
章
の
規
定
は
、
本
法
の
場
合
に
こ
れ
を
準
用
す
る
。
附
則
(略
)
国
家
安
全
保
障
法
法
律
第
五
四
九
号
一
九
六
〇
年
六
月
一
〇
日
公
布
改
正
一
九
六
二
年
九
刀
二
四
日
法
律
第
一
一
五
一
号
第
一
章
罪
と
罰
第
一
条
(反
国
家
的
組
織
の
形
成
)
韓
国
の
反
共
立
法
政
府
を
僻
称
し
若
し
く
は
国
家
を
麗
乱
す
る
目
的
で
、
結
社
ま
た
は
団
体
(以
下
反
国
家
的
組
織
と
称
す
る
)
を
組
織
し
た
者
は
、
次
の
区
別
に
従
っ
て
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
1
首
魁
は
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
。
2
幹
部
ま
た
は
指
導
的
任
務
に
従
事
し
た
者
は
、
死
刑
按
た
は
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
3
そ
の
他
の
者
は
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
第
二
条
(軍
事
目
的
の
遂
行
)
反
国
家
的
組
織
の
構
成
員
ま
た
は
そ
の
指
令
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
目
(
3
)
的
遂
行
の
た
め
に
、
刑
法
第
九
十
二
条
乃
至
第
九
十
九
条
に
規
定
さ
れ
た
行
為
の
中
の
い
ず
れ
か
を
な
し
た
と
き
は
、
そ
の
各
条
に
定
め
ら
れ
た
罰
則
に
従
い
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
第
三
条
(通
常
目
的
の
遂
行
)
反
国
家
的
組
織
の
構
成
員
ま
た
は
そ
の
指
令
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
臼
的
遂
行
の
た
め
の
行
為
を
し
た
と
ぎ
は
、
次
の
区
別
に
従
っ
て
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
1
国
家
機
密
の
探
知
、
蒐
集
あ
る
い
は
漏
泡
ま
た
は
爆
発
物
使
用
の
行
為
を
し
た
と
き
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
。
2
殺
人
、
放
火
、
浴
水
あ
る
い
は
通
貨
の
偽
造
、
同
行
使
の
行
為
を
し
た
と
き
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
砦
し
く
は
一
〇
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
3
交
通
、
通
信
、
国
家
ま
た
は
公
共
団
体
の
使
用
す
る
建
造
物
そ
の
一
四
九
神
奈
川
法
学
他
重
要
施
設
の
破
壊
、
強
奪
、
略
取
、
誘
引
、
あ
る
い
は
船
舶
、
航
空
機
、
自
動
車
、
武
器
お
よ
び
そ
の
他
の
物
件
を
移
動
ま
た
は
除
去
の
行
為
を
し
た
と
き
は
、
無
期
若
し
く
は
五
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
4
騒
擾
、
傷
害
、
若
し
く
は
国
家
機
密
に
属
す
る
文
書
ま
た
は
物
品
の
破
殿
、
隠
匿
、
偽
造
、
変
造
、
あ
る
い
は
国
家
機
密
の
伝
達
、
伝
達
の
仲
介
、
あ
る
い
は
偽
造
通
貨
取
得
の
行
為
を
し
た
と
き
は
、
二
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。
第
四
条
(煽
動
お
よ
び
宣
伝
)
反
国
家
的
組
織
の
構
成
員
ま
た
は
そ
の
指
令
を
受
け
た
も
の
が
、
前
三
力
条
に
定
め
ら
れ
た
犯
罪
行
為
を
煽
動
若
し
く
は
宣
伝
し
た
と
ぎ
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
第
五
条
(自
発
的
支
援
お
よ
び
金
品
の
収
受
)
①
自
発
的
に
、
反
国
家
的
組
織
を
支
援
す
る
目
的
で
、
前
三
力
条
に
定
め
ら
れ
た
行
為
を
し
た
者
は
、
前
三
力
条
に
従
い
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
②
反
国
家
的
組
織
の
構
成
員
ま
た
は
そ
の
指
令
を
受
け
た
者
か
ら
、
事
情
を
知
っ
て
、
金
品
を
収
受
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
第
六
条
(不
法
地
域
の
往
来
)
①
反
国
家
的
組
織
の
不
法
支
配
下
に
あ
る
地
域
か
ら
潜
入
し
若
し
く
は
そ
の
地
域
へ
脱
出
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
②
反
国
家
的
組
織
か
ら
指
令
を
受
け
ま
た
は
指
令
を
受
け
る
た
め
、
若
し
く
は
そ
の
組
織
の
目
的
の
遂
行
を
協
議
し
、
ま
た
は
協
議
す
る
た
め
、
前
項
に
定
め
ら
れ
た
行
為
を
し
た
も
の
は
、
一
年
以
上
十
年
以
下
の
懲
=
血
○
役
に
処
す
る
。
第
七
条
(未
遂
犯
)
前
六
力
条
に
定
め
ら
れ
た
罪
の
未
遂
犯
は
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
第
八
条
(予
備
、
陰
謀
)
①
第
一
条
、
第
二
条
お
よ
び
第
三
条
第
一
号
乃
至
第
三
号
(
以
上
第
五
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
か
ら
派
生
せ
る
場
合
を
含
む
)
に
定
め
ら
れ
た
罪
を
犯
す
目
的
で
、
そ
の
予
備
ま
た
は
陰
謀
を
し
た
者
は
、
二
年
以
上
の
有
期
懲
役
に
処
す
る
。
②
第
三
条
第
四
号
、
第
四
条
(
以
上
第
五
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
か
ら
派
生
せ
る
場
合
を
含
む
)
ま
た
は
第
五
条
に
定
め
ら
れ
た
罪
を
犯
す
目
的
で
、
そ
の
予
備
ま
た
は
陰
謀
を
し
た
者
は
、
十
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。
第
九
条
(告
知
解
怠
)
前
八
力
条
に
規
定
さ
れ
た
罪
の
い
ず
れ
か
を
犯
し
た
者
を
知
り
な
が
ら
、
犯
罪
捜
査
の
職
務
に
従
事
す
る
公
務
員
に
告
知
し
な
か
っ
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
十
万
ウ
ォ
ン
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
但
し
、
そ
の
者
が
犯
人
と
親
族
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
刑
は
、
こ
れ
を
軽
減
す
る
。
第
十
条
(謎
告
お
よ
び
担
造
)
他
人
を
し
て
刑
事
処
分
を
受
け
し
め
る
目
的
で
、
本
法
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
に
関
し
、
謹
告
ま
た
は
偽
証
、
あ
る
い
は
有
罪
の
証
拠
の
撞
造
若
し
く
は
無
罪
の
証
拠
の
浬
滅
ま
た
は
隠
匿
を
し
た
者
は
、
当
該
各
条
の
規
定
す
る
刑
に
処
す
る
。
但
し
、
犯
罪
捜
査
の
職
務
に
従
事
す
る
者
若
し
く
は
か
か
る
職
務
を
補
佐
ま
た
は
指
揮
す
る
者
が
、
そ
の
職
権
濫
用
に
よ
り
、
本
条
に
定
め
ら
れ
た
行
為
を
犯
し
た
と
ぎ
は
、
そ
の
法
定
刑
の
最
低
を
二
年
と
す
る
。
第
十
条
の
二
(再
犯
者
に
対
す
る
刑
の
加
電
)
本
法
、
反
共
法
、
軍
事
刑
法
第
十
三
条
お
よ
び
第
十
五
条
、
特
殊
犯
罪
処
罰
に
関
す
る
特
別
法
第
六
条
、
刑
法
第
二
編
第
一
章
内
乱
お
よ
び
第
二
章
外
患
の
罪
を
犯
し
、
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
者
が
、
刑
の
執
行
中
若
し
く
は
刑
の
執
行
終
了
後
五
年
以
内
に
ま
た
は
執
行
を
受
け
な
い
こ
と
に
確
定
し
た
後
五
年
以
内
に
、
第
一
条
第
一舖.号
、
第
三
条
第
三
号
・
第
四
号
、
第
四
条
、
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
ま
た
は
第
十
条
の
罪
を
犯
し
た
時
は
、
そ
の
罪
に
対
す
る
法
定
刑
の
最
高
を
死
刑
と
す
る
。
(
㎝
九
六
二
年
九
月
二
四
日
改
正
)
第
十
一
条
(資
格
の
停
止
)
本
法
に
規
定
す
る
罪
に
関
し
て
懲
役
刑
を
宣
告
す
る
と
き
は
、
当
該
刑
の
長
期
以
下
の
資
格
停
止
を
併
科
す
る
。
第
十
二
条
(没
収
お
よ
び
追
徴
)
①
犯
人
が
、
本
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
て
、
報
酬
を
受
け
た
と
ぎ
は
、
こ
れ
を
没
収
す
る
。
但
し
、
こ
れ
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
金
額
を
追
徴
す
る
。
②
犯
人
に
対
す
る
訴
追
を
し
な
い
と
ぎ
に
も
、
検
察
官
は
、
押
収
し
た
文
書
若
し
く
は
物
品
の
国
庫
帰
属
処
分
を
命
ず
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
韓
国
の
反
共
立
法
第
十
三
条
(刑
の
軽
減
)
①
犯
人
が
、
自
首
し
た
と
ぎ
は
、
そ
の
刑
を
軽
減
若
し
く
は
免
除
す
る
。
②
犯
人
が
、
本
法
に
規
定
さ
れ
た
罪
を
犯
し
ま
た
は
犯
そ
う
と
し
た
者
を
、
告
発
し
た
と
ぎ
も
、
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。
③
犯
人
が
、
肖
発
的
に
、
実
行
に
着
罫
し
た
行
為
な
中
止
し
若
し
く
は
そ
の
行
為
に
よ
る
結
果
の
発
生
を
防
止
し
あ
る
い
は
他
の
者
が
本
法
の
規
定
す
る
罪
を
犯
す
こ
と
を
妨
げ
た
と
ぎ
も
、
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。
④
第
八
条
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
た
者
が
、
そ
の
実
行
に
着
手
す
る
前
に
自
首
し
た
と
き
は
、
そ
の
刑
を
免
除
す
る
。
第
二
章
特
別
刑
事
訴
訟
規
定
第
十
四
条
(証
人
の
勾
引
お
よ
び
留
聞
)
①
検
察
官
ま
た
は
司
法
警
察
官
に
よ
り
本
法
に
規
定
さ
れ
た
犯
罪
の
証
人
と
し
て
召
喚
を
受
け
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
二
回
以
上
召
喚
に
応
ず
る
こ
と
を
拒
否
し
た
と
ぎ
は
、
地
方
法
院
の
権
限
あ
る
裁
判
官
の
勾
引
状
を
得
て
、
強
制
召
喚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
勾
引
状
の
発
せ
ら
れ
た
証
人
を
勾
引
す
る
場
合
、
必
要
あ
る
と
ぎ
は
、
最
寄
の
警
察
署
若
し
く
は
他
の
適
当
な
場
所
に
臨
時
に
智
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
十
五
条
(勾
留
期
間
)
①
地
方
法
院
裁
判
官
は
、
第
一
条
乃
至
第
六
条
に
該
当
す
る
犯
罪
と
し
て
検
察
官
の
承
認
を
受
け
た
司
法
警
察
官
の
由
-請
に
基
き
、
捜
査
を
継
続
す
る
こ
と
に
充
分
な
理
由
が
あ
る
と
認
定
し
た
と
ぎ
は
、
一
回
に
限
一
五
ゴ
神
奈
川
法
学
(
4
)
っ
て
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
二
条
に
規
定
す
る
勾
留
期
問
の
延
長
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
②
前
項
の
期
間
の
延
長
は
十
日
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
第
十
六
条
(公
訴
の
猶
予
)
(
5
)
①
検
察
官
は
、
刑
法
第
五
十
一
条
に
定
め
る
諸
情
況
を
樹
酌
し
、
本
法
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
公
訴
の
提
起
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
前
項
に
よ
り
、
公
訴
提
起
を
猶
予
さ
れ
た
者
が
、
訴
追
を
受
け
る
こ
と
な
く
二
年
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
訴
追
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
③
公
訴
提
起
の
猶
予
を
受
け
た
者
が
、
監
視
若
し
く
は
補
導
に
関
す
る
規
則
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
猶
予
を
取
消
す
こ
と
が
で
ぎ
る
。
④
前
項
に
よ
り
、
公
訴
提
起
の
猶
予
を
取
消
さ
れ
た
と
ぎ
は
、
刑
事
訴
(6
)
訟
法
第
二
百
八
条
の
規
定
に
拘
わ
ら
ず
、
同
一
の
犯
罪
事
実
に
つ
い
て
再
び
勾
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
7
)
⑤
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
五
条
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
附
則
(略
)
(
1
)
ア
ジ
ア
困
会
議
員
連
合
(
レ
屯・
冨
ロ
団
餌
匡
"国
筥
O
コ
欝
「
貯
コ
ω
、
d
巳
O
β
)
は
、
一
九
六
五
年
二
月
二
六
、
二
七
の
両
日
、
東
京
に
お
い
て
、
中
華
民
国
・
H
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ソ
・
タ
イ
・
韓
国
の
五
力
国
の
有
志
国
会
議
員
が
設
立
準
備
一
五
二
委
員
会
を
開
催
し
、
結
成
し
た
も
の
で
、
「
完
全
な
る
自
由
と
真
の
民
主
主
義
を
達
成
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
に
恒
久
の
平
和
と
敏
糸
栄
を
も
た
ら
す
こ
と
」
を
ー1
的
と
し
、
そ
の
た
め
「
ω
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
諸
国
家
な
ら
び
に
自
由
を
愛
す
る
諸
国
民
の
団
結
の
強
化
に
尽
力
す
る
。
@
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
由
諸
国
家
間
の
経
済
協
力
な
ら
び
に
文
化
、
技
術
の
交
流
を
促
進
し
、
共
同
の
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
。
の
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
全
に
影
響
を
与
え
、
も
し
く
は
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
す
べ
て
03
問
題
を
討
議
し
合
意
に
達
し
た
決
定
を
実
践
す
る
」
(同
連
合
規
約
第
二
条
)
こ
と
を
標
榜
す
る
。
同
一年
一
一
月
三
〇
日
よ
り
五
日
間
、
上
記
五
力
国
の
ほ
か
に
、
ラ
オ
ス
・
マ
レ
イ
シ
ア
・
イ
ソ
ド
。
南
ヴ
ヱ
ト
ナ
ム
か
ら
の
代
表
を
集
め
て
、
第
二
回
総
会
を
東
京
に
お
い
て
開
催
し
た
。
第
二
回
総
会
は
、
本
年
九
月
二
日
よ
り
、
韓
国
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
(
2
)
㌧・勺
》
O
い
は
、
韓
国
の
杢
承
晩
大
統
領
の
提
唱
に
基
き
、
一
九
五
四
年
六
月
、
韓
国
の
鋏
平
に
お
い
て
、
中
華
民
国
∵
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
.
赫
瞥国
。
マ
カ
オ
・
香
港
∴
琉
球
の
五
力
国
、
一..地
域
か
ら
の
有
志
を
集
め
て
第
一
回
大
会
を
開
催
し
た
反
共
団
体
で
あ
り
、
そ
の
第
八
回
大
会
は
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
、
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
こ
の
大
会
よ
り
日
本
の
政
・
財
・
文
化
界
の
有
志
が
参
加
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
3
)
刑
法
第
九
二
条
〔外
患
誘
致
〕
外
国
と
通
謀
し
て
韓
国
に
対
し
て
敵
対
行
為
を
開
始
せ
し
め
若
し
く
は
外
国
人
と
通
謀
し
て
韓
園
と
戦
っ
た
者
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
。
刑
法
第
九
三
条
〔敵
に
対
す
る
援
助
〕
敵
国
に
加
っ
て
韓
,国
と
戦
っ
た
者
は
、
死
刑
に
処
す
る
。
刑
法
第
九
四
条
〔兵
士
の
徴
募
に
よ
る
利
敵
行
為
〕
①
敵
国
の
た
め
に
兵
士
を
徴
募
し
た
者
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
、
②
前
項
に
規
定
す
る
徴
募
に
応
じ
た
者
は
五
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
刑
法
第
九
五
条
〔施
設
等
の
供
与
に
よ
る
利
敵
行
為
〕
①
敵
国
に
対
し
軍
隊
、
要
塞
、
兵
営
、
艦
船
、
航
空
機
も
し
く
は
軍
事
用
の
他
の
場
所
、
施
設
ま
た
は
建
造
物
を
供
与
し
た
者
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
。
②
齢
閑
に
対
し
弾
葵
も
し
く
は
軍
車
用
の
そ
の
他
の
瞥
「材
を
供
与
し
た
者
は
、
前
項
と
同
じ
で
あ
る
。
刑
法
第
九
六
条
〔施
設
破
壊
に
よ
る
利
敵
行
為
〕
敵
国
の
た
め
に
、
前
条
に
規
定
さ
れ
た
軍
事
用
の
施
設
ま
た
は
そ
の
他
の
資
材
を
破
壊
し
若
し
く
は
そ
の
使
用
を
不
可
能
に
し
た
者
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
。
刑
法
第
九
七
条
〔物
品
供
与
に
よ
る
利
敵
行
為
〕
敵
国
に
対
し
、
武
器
、
弾
薬
ま
た
は
戦
…闘
用
の
物
品
を
供
与
し
た
者
は
、
無
期
ま
た
は
五
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
刑
法
第
九
八
条
〔
間
牒
〕
⑦
敵
国
の
た
め
に
間
牒
と
し
て
行
動
し
若
し
く
は
敵
国
の
間
牒
を
援
助
ま
た
は
教
唆
し
た
者
は
、
死
刑
ま
た
は
無
期
も
し
く
は
七
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
②
軍
事
機
密
を
敵
国
に
漏
泄
し
た
者
は
、
前
項
の
規
定
に
従
い
こ
れ
を
処
罰
す
る
。
刑
法
第
九
九
条
〔
一
般
的
利
敵
行
為
〕
前
七
力
条
に
規
定
さ
れ
た
以
外
の
犯
罪
に
よ
っ
て
、
韓
国
の
軍
事
上
の
利
益
を
害
し
若
し
く
は
敵
国
に
軍
事
上
の
利
益
を
与
え
た
者
は
無
期
ま
た
は
一、一年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
(
4
)
刑
事
訴
訟
法
第
二
〇
二
条
〔
司
法
警
察
官
に
よ
る
勾
留
期
間
〕
司
法
警
察
官
が
、
容
疑
者
を
逮
捕
し
た
場
合
、
容
疑
者
は
、
一
〇
日
以
内
に
検
察
官
に
引
渡
さ
れ
な
け
れ
ば
、
釈
放
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
(
5
)
刑
法
第
五
一
条
〔
刑
決
定
の
条
件
〕
刑
罰
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
1
違
反
者
の
年
齢
、
性
格
、
行
動
、
知
能
な
ら
び
に
環
境
2
被
害
者
側
と
の
関
係
3
犯
行
の
動
…機
、
手
段
お
よ
び
結
果
4
犯
罪
遂
行
後
の
状
況
(
6
)
刑
事
訴
訟
法
第
二
〇
八
条
〔
得
逮
捕
の
禁
止
〕
①
逮
捕
さ
れ
、
検
察
官
ま
た
は
司
法
警
察
官
に
よ
り
釈
放
さ
れ
た
者
は
、
同
一
の
犯
罪
事
実
に
関
連
し
て
は
、
再
び
逮
捕
さ
れ
な
い
。
②
前
項
の
場
合
、
同
一
目
的
で
若
し
く
は
同
一
手
段
で
ま
た
は
同
一
の
結
果
を
得
よ
う
と
し
て
、
同
時
に
行
わ
れ
た
複
数
の
行
為
は
、
一
つ
の
行
為
と
み
な
さ
れ
る
。
(
7
)
刑
事
訴
訟
法
第
二
〇
五
条
〔
勾
留
期
間
の
延
長
〕
①
地
方
裁
判
所
裁
判
官
は
、
調
査
を
引
続
き
行
う
正
当
な
理
由
が
示
さ
れ
た
場
ム
ロ
、
検
察
官
の
強胴
求
に
基
づ
き
、
第
二
〇
三
条
に
規
定
す
る
期
間
(
一
〇
日
)
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
延
長
は
一
回
に
限
り
、
…
○
日
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
②
前
項
に
記
載
さ
れ
た
請
求
の
あ
る
場
合
、
期
問
延
長
に
必
要
な
理
由
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
韓
国
の
反
共
立
法
一
五
三
